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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

紙 商 品 券 の デ ザ イ ン

朝 の 旅 行

画 の ブ ロ グ （ 日 記 形 式 の ウ ェ ブ サ イト ） を 開 く 。 彼 は 世 界 旅 行 中 。  〝 と んぼ つ り 今 日 は ど こ ま で 行 っ た や ら 〞（ 加 賀 千 代 女 ） の 心 境 で 覗 き 込 む 。 快楽 の 朝 が 始 ま る 。 情 報 は 細 胞 を 呼 び 覚ま す 。 今 朝 、 彼 は エ ジ プ ト カ イ ロ に いた 。　
私 は エ ジ プ ト に 行 っ た こ と は な い 。

一 度 友 人 と エ ジ プ ト 行 き の 計 画 を 立 てた が 政 情 不 安 定 の 時 で 中 止 し た 。 そ れか ら は 、 近 く で エ ジ プ ト 展 が あ る と 出か け 、 ツ タ ン カ ー メ ン の 絵 や 猫 の 女 神バ ス テ ト の 置 物 等 を 買 っ て 帰 り 部 屋 に

　
私 は 毎 日 世 界 を 旅 行 す

る 。 早 朝 三 時 に 起 床 し 、 パソ コ ン を 立 ち 上 げ Ｔ 君 の 動

飾 っ た 。 気 力 も 体 力 も 財 力 も な い 今そ れ を 見 て 自 分 を な だ め て い る 。　
Ｔ 君 は 乾 燥 し た 暑 い 暑 い 砂 煙 の 中

を ピ ラ ミ ッ ド 目 指 し て 行 く 。 哲 学 的風 貌 の 物 売 り の 男 た ち に 付 き ま と われ る 。 少 年 も Ｔ 君 に し つ こ く 絡 む 。動 画 に は 動 き と 音 が あ る か ら 、 少 年が 品 物 を 売 ろ う と ま だ 幼 い 音 域 の 声を 張 り 上 げ る そ れ が 聞 こ え る 。 た くま し い 。 ピ ラ ミ ッ ド よ り サ ン ダ ル 履き の 少 年 に 惹 き つ け ら れ る 。　
中 国 に 旅 行 し た 友 人 が 、 観 光 地 で

土 産 物 を 売 る 少 女 に ま と わ り つ か れた 。 何 度 断 っ て も い つ ま で も 小 走 りで つ い て き た 。 友 人 は こ う 言 っ た 。「 日 本 の 少 女 に こ ん な 力 は な い 。 いつ か 追 い 越 さ れ る 」  。　
Ｔ 君 、 明 日 は ど こ ？ 。

春 の 雨

生 前 未 発 表 詩
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〈 胸 ぬ ち 〉 は 胸 の 内 の 意 。 ぬ か る ん で 無 数 の 足 跡 が 残 る 路 面 に 対人 関 係 で 傷 つ い た 心 を 重 ね て い ま す 。 歌 う 喜 び も 聴 き 手 を 意 識す れ ば 苦 し み に 変 わ る 。 そ ん な 心 の 陰 り を 春 の 明 る さ が 際 立 たせ る 中 、 詩 人 は 折 し も 降 り 出 し た 雨 を 天 啓 の よ う に 感 じ 、 そ の音 に 耳 を 澄 ま せ て い ま す 。

　 　

（ 中 原 中 也 記 念 館 館 長

　
中 原

 豊 ）

昨 日 は 喜 び 、 今 日 は 死 に 、明 日 は 戦 ひ ？ … …ほ の 紅 の 胸 ぬ ち は あ ま り に 清 く 、道 に 踏 ま れ て 消 え て ゆ く 。歌 ひ し ほ ど に 心 地 よ く 、聞 か せ し ほ ど に わ れ 喘 ぐ 。春 わ が 心 を つ き 裂 き ぬ 、た れ か 来 り て わ を 愛 せ 。あ ゝ 喜 び は と も に せ ん 、わ が 恋 人 よ は ら か ら よ 。わ れ の 心 の 幼 な く て 、わ れ の 心 に 怒 り あ り 。さ て も こ の 日 に 雨 が 降 る 、雨 の 音 き け 、 雨 の 音 。

（ あ

 え ）

紙 商 品 券 と に 分 け て 販 売さ れ 、 １ 人 に つ き ① か ②を ど ち ら か ５ セ ッ ト ま で申 し 込 め る 。 た だ し 「 ①を ３ セ ッ ト で ② を ２ セ ット 」 の よ う な 選 び 方 は でき ず 、 ① と ② を 両 方 申 し込 ん だ 場 合 は 、 ① が 優 先さ れ る （ ② へ の 申 し 込 みは 無 効 ）  。 発 行 総 額 は
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億 ４ ０ ０ ０ 万 円 分 （

2 2万

セ ッ ト ） で 、 ① ② と も

1 3

億 ２ ０ ０ ０ 万 円 分 ・

1 1万

セ ッ ト が 販 売 さ れ る 。　
① を 利 用 す る に は 、 ス

マ ホ お よ び ス マ ホ ア プ リ「 ち ょ る Ｐ ａ ｙ 」 が 必 要だ 。 申 し 込 み 期 間 は ４ 月
1 0日  （ 金 ）  ま で 。 専 用 ウ ェ

ブ サ イ ト （ 二 次 元 コ ー ドか ら ） か ら 手 続 き す る 。応 募 者 多 数 の 場 合 は 抽 選で 、 当 選 者 に は 同

2 0日

（ 月 ）  か ら

2 2日  （ 水 ）  に か け

て メ ー ル が 届 く 。 ５ 月
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② へ の 申 し 込 み は 、 ウ

ェ ブ サ イ ト （ 二 次 元 コ ード か ら ） も し く は 専 用 はが き か ら 。 応 募 は が きは 、 ３ 月

1 5日 付 山 口 市 報

に 折 り 込 ま れ た 告 知 チ ラシ に 付 属 し て い る 。 締 め切 り は 、 ど ち ら も ４ 月

1 0

日 （ 消 印 有 効 ）  。 応 募 数が 発 行 数 を 上 回 っ た 場 合は 、 抽 選 に よ っ て 減 数 調整 さ れ る 。 結 果 は 、 ５ 月

を 超 え る ７ 万 ０ ２ ４ ６ 人と な っ た 。 そ れ を 記 念 して 同 施 設 は 、

1 8日 に 入 浴

回 数 券 を 発 売 し た 。　
温 浴 施 設 に は 、 趣 の 異

な る ２ 種 類 の 大 浴 場 「 空の 湯 」 と 「 森 の 湯 」 が あり 、 毎 週 男 湯 と 女 湯 が 入れ 替 わ る 。  「 空 の 湯 」は 、 高 い 天 井 か ら 木 漏 れ日 の よ う な 光 が 差 し 込 む落 ち 着 い た 雰 囲 気 。  「 森の 湯 」 は 、 ガ ラ ス 壁 か ら中 庭 を 一 望 で き 、 開 放 感あ る 空 間 だ 。 ど ち ら も 、約

4 3度 の 「 あ つ 湯 」 と 、

約

4 0度 の 「 ぬ る 湯 」 を 備

え て い る 。 山 口 市 民 の 入

　
我 が 家 は 道 路 に 面 し て い ま す 。 ほ ぼ 毎 日 の

よ う に 、 み ぞ 蓋 や 歩 道 に 吸 殻 が 捨 て て あ り ます 。 出 勤 途 中 に 投 げ 捨 て る の で し ょ う 。 数 軒先 の お 宅 に は 、 植 え 込 み に 捨 て て あ る よ うで 、 最 近 立 て 札 を た て ら れ ま し た 。 火 事 に なる の で 捨 て な い よ う に ！ と 。　 「 メ ビ ウ ス 」 と い う 同 じ タ バ コ な の で お そ らく 同 じ 人 で し ょ う 。 携 帯 の 吸 殻 入 れ を 使 っ ても ら い た い で す 。　
タ バ コ を 吸 い た い な ら 、 最 低 限 の マ ナ ー だ

と 思 い ま す ！ 

山 口 市 上 竪 小 路

　
匿 名 希 望

日  （ 金 ）  ま で に ク レ ジ ッ トカ ー ド か 指 定 の コ ン ビ ニで 購 入 し 、 利 用 で き る のは ５ 月 １ 日  （ 金 ）  か ら ９ 月
3 0日  （ 水 ）  ま で 。 ② と 違

い 、 １ 円 単 位 で 利 用 で きる 。 問 い 合 わ せ は 、 同 商品 券 サ ポ ー ト セ ン タ ー
（

０ １ ２ ０

－

９ ５ ５

－

３

　 「 や ま ぐ ち プ レ ミ ア ム付 商 品 券 」 の 申 し 込 み 受け 付 け が 、

2 3日  （ 月 ）  に 始

ま る 。 購 入 で き る の は 山口 市 民 。 １ 万 円 で １ セ ット の 商 品 券 に は 、 ２ ０ ００ 円 分 の プ レ ミ ア ム が 付く 。 １ セ ッ ト の 内 訳 は 、「 大 規 模 店 ・ 中 小 規 模 店共 通 券 」 ６ ０ ０ ０ 円 分 と「 中 小 規 模 店 専 用 券 」 ６０ ０ ０ 円 分 。 大 規 模 店 とは 、 売 り 場 面 積 １ ０ ０ ０平 方 ㍍ 以 上 の 店 舗 を 指す 。 同 一 敷 地 内 に 立 地 する 店 舗 も 、 大 規 模 店 扱 いと な る 。　
① デ ジ タ ル 商 品 券 と ②

2 0日  （ 水 ）  以 降 に 通 知 。 購
入 は 、 ６ 月 １ 日  （ 月 ）  か ら同

1 9日  （ 金 ）  ま で に 、 自 身

の 指 定 し た 郵 便 局 で 、 引き 換 え は が き と と も に 行う 。 利 用 期 間 は 、 購 入 から ９ 月

3 0日 ま で 。 発 行 は

額 面 １ ０ ０ ０ 円 の 紙 券 にな る た め 、 そ れ 以 下 の 利用 だ と お 釣 り は も ら え ない 。　
問 い 合 わ せ は 、 同 商 品

券 実 行 委 員 会 （

☎
０ ８ ３

　
２ ０ ２

５ 年 ６ 月１ 日 に オー プ ン した 「 湯 田温 泉 こ んこ ん パ ーク 」  （ 山口 市 湯 田温 泉 ５ ）の 温 浴 施設 の 入 浴者 数 が 、２ 月

2 8日

に ７ 万 人

ウ  ェ  ブ  サ  イ ト

専  用  サ  イ ト

－

９ ２

５

－

２ ３

００ ）へ 。

９７ ）へ 。

浴 料 は 、 一 般 ６ ０ ０ 円 、中 高 生 ３ ０ ０ 円 、

6 0歳 以

上 ・ 小 学 生 ・ 障 害 者 ２ ００ 円 。 市 外 の 人 は 、 一 般８ ０ ０ 円 、 中 高 生 ４ ０ ０円 、 小 学 生 ３ ０ ０ 円 、 障害 者 ２ ０ ０ 円 。 未 就 学 児は 無 料 だ 。 営 業 時 間 は 午前 ６ 時 か ら 午 後 ８ 時 ま でで 、 火 曜 は 休 み と な る 。　
回 数 券 は 山 口 市 民 向 け

で 、

1 1枚 つ づ り ・ ６ ０ ０

０ 円 。 同 施 設 の 総 合 案 内で 、 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ６時 ま で 購 入 で き る 。 支 払い は 現 金 の み 。 有 効 期 限は 、 購 入 月 か ら １ 年 間
（ 月 単 位 ）  。

　
ま た 、 施 設 内 の 「 こ ん

こ ん 食 堂 」 で は 、

3 1日

（ 火 ）  ま で の 期 間 限 定 で 、「 こ ん こ ん 海 の 御 馳 走 セ
ッ ト 」 を 販 売 中 。 ２ 月

2 7

日 に 新 発 売 さ れ た 同 施 設オ リ ジ ナ ル ク ラ フ ト ビ ー

ル 「 こ ん こ ん エ ー ル 」
（ ９ ０ ０ 円 ） と 、 あ ん こ

う の 唐 揚 げ 、 真 ふ ぐ の 塩辛 が セ ッ ト に な っ て １ ００ ０ 円 。  「  〝 山 口 の 恵 み 〞を 、 一 度 に 楽 し め る ペ アリ ン グ 。 足 湯 に も 持 ち 込め る の で 、 お 得 な こ の 機会 に ぜ ひ 」 と 同 施 設 。 ビー ル は 、  「 山 口 の 麦 」  「 秋川 牧 園 大 麦 の 旨 味 ビ ール 」 も 選 べ る 。　
こ ん こ ん エ ー ル は 、 山

口 大 国 際 総 合 科 学 部 ４ 年の 松 本 昴 大 さ ん が ド イ ツに 留 学 し た 際 、  「 ビ ー ルが 豊 か な 体 験 や 会 話 を 生み 出 す 光 景 」 に 感 銘 を 受け 企 画 。 同 施 設 、 山 口 地ビ ー ル 、 秋 川 牧 園 が 「 共創 」 す る 形 で 誕 生 し た 。
「 湯 上 が り 」 が コ ン セ プ

ト で 、 フ ル ー テ ィ で 爽 快感 の あ る 味 わ い に 仕 上 がっ て い る 。

１ 万 円 で  ２  ０  ０  ０ 円 分 の  プ  レ  ミ  ア ム

「 や ま ぐ ち プ レ ミ ア ム 付 商 品 券 」  が 申 し 込 み 受 け 付 け２ ３ 日  ～

山 口 市 民 向 け 入 浴 回 数 券 を 発 売

湯 田 温 泉 こ ん こ ん パ ー ク

投 書「 道 路 は 吸 殻 入 れ で は な い ！ 」



2 0 2 6 年 （ 令 和 ８ 年 ） ３ 月 ２ １ 日 ㈯ 　 ２サ ン デ ー 山 口

　
３ 月

1 4日 に 沖 縄 県 で Ｊ

２

･

Ｊ ３ 百 年 構 想 リ ー グ

第 ６ 節 が 行 わ れ 、 レ ノ ファ は Ｐ Ｋ 戦 の 末 、 Ｆ Ｃ 琉球 に 勝 利 し ま し た 。 今 大会 は 特 殊 な レ ギ ュ レ ー ショ ン で 、

9 0分 を 引 き 分 け

で 終 え る と Ｐ Ｋ 戦 に 突 入し ま す 。 レ ノ フ ァ は 、 今大 会 初 と な る Ｐ Ｋ 戦 で の勝 利 で し た 。

　
そ の 翌 日

1 5日 は 、 維 新

百 年 記 念 公 園 ラ グ ビ ー ・サ ッ カ ー 場 で な で し こ ２部 開 幕 戦 。 バ ニ ー ズ 群 馬Ｆ Ｃ ホ ワ イ ト ス タ ー に ３

－

１ で 勝 利 し ま し た 。

当 日 は １ ２ ５ ０ 名 の 方 にお 越 し い た だ き 、 選 手 たち も 頼 も し く 感 じ て い たと 思 い ま す 。 引 き 続 き 熱い 声 援 を お 願 い し ま す ！

林

 亜 矢 子

 院 長

も み の 木 皮 ふ 科 ク リ ニ ッ クＴ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ７ ６

－

１ ２ １ ４

Ｑ . 水 虫 は 治 り ま す か ？Ａ .

は い 、 治 る 病 気 で

す 。 水 虫 は 足 だ け の 病 気と 思 わ れ が ち で す が 、 実は 全 身 に で き る こ と が あり 、 爪 に で き る 「 爪 水虫 」 も よ く 見 ら れ ま す 。　
治 療 に は 塗 り 薬 と 飲 み

薬 が あ り ま す 。 範 囲 が 広い 場 合 や 爪 水 虫 に は 、 抗真 菌 薬 の 飲 み 薬 が 勧 め られ ま す 。 ７ 年 前 に 新 し い飲 み 薬 「 ホ ス ラ ブ コ ナ ゾー ル 」 が 登 場 し 、 こ の 薬は 効 果 が 高 く 、 爪 水 虫 の方 が ３ カ 月 間 服 用 す ると 、 約 ７ 割 の 方 が 治 る とい わ れ て い ま す 。　
飲 み 薬 は 肝 臓 で 代 謝 さ

れ る た め 、 治 療 中 は １ カ月 ご と に 肝 機 能 を 確 認 しま す 。  「 肝 臓 に 負 担 が かか る な ら 飲 み た く な い 」と い う 声 も あ り ま す が 、服 用 は ３ カ 月 間 で 、 多 くの 方 が 問 題 な く 治 療 で きま す 。 私 の 祖 父 も

9 3歳 で

安 全 に 服 用 で き ま し た 。　
水 虫 を 放 置 す る と 、 皮

膚 の 傷 か ら 細 菌 が 入 り 、感 染 症 や 敗 血 症 な ど 重 い病 気 に つ な が る こ と が あり ま す 。 ま た 、 爪 が 厚 くな る と 歩 き に く く な る こと も 。 特 に 糖 尿 病 な ど で免 疫 が 低 下 し て い る 方は 、 治 療 を 強 く お 勧 め しま す 。 水 虫 が 疑 わ れ る 場合 は 、 早 め に 皮 膚 科 に ご相 談 く だ さ い 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


